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動画コンテンツ配信ネットワーク 

課題

拡大する動画配信サービスの需要を満たす

ために、サービスの安定性を維持し、コスト

とフットプリントを削減する 

ソリューション

AMD EPYC™ プロセッサーを搭載したサーバー

の導入 

結果

スループットを 2 倍に向上させ、CPU 使用率

を約 40%、消費電力を 20% 削減することに

成功 

テクノロジー概要

AMD EPYC™ 7502P CPU（32 コア） 

テクノロジー・パートナー

  

により、
ブロードキャスト・ビデオ・
ストリーミングを強化した
AMD EPYC プロセッサーを導入することで、コンテンツ 

配信ネットワーク・インフラストラクチャーの消費電力を

削減し、スループットを 2 倍に向上させることに成功 
 
 
 
 

動画コンテンツの配信は、データセンター・ハー

ドウェアのパフォーマンスに関する課題があるだ

けでなく、コスト効果の高い方法で提供する必要

があります。ブロードキャストの合弁企業として

設立された は、日本市場における動画配信

の最前線に立っています。同社は新規サービスの

開発に取り組みながら、コストに見合った最高の

プロセッシング・パワーを導入し、競争力を維持

することが常に求められています。 

既存のインフラストラクチャーでは成長チャンス

が制限されることを認識した JOCDN は、代わりと

なる他のプラットフォームを模索していました。

JOCDN が求めていた、競争力のある現在のサービ

スを維持して将来的な拡張に対応できる製品が 

AMD EPYC プロセッサーでした。 

スループットを倍増
JOCDN は、日本におけるオンライン・ビデオスト

リーミング需要の高まりに対応することを目的と

して、実績ある ISP であるインターネットイニシ

アティブ（IIJ）と大手の日本テレビ放送網（NTV）

の共同出資により設立された企業です。「主に動

画コンテンツの配信を行って

いますが、ウェブ・コンテン

ツの配信サービスも提供する

ようになりました」と話す 

JOCDN のエンジニア、宮地慧

氏は、「当社は、安定した高

品質のコンテンツ配信ネット

ワーク（CDN）を提供してい

ます。日本国内市場で最多のトラフィックを誇っ

ています」と述べています。 

この主導的な地位を維持するため、JOCDN はこの

貴重な優位性を確立できるインフラストラク

チャーを整備したいと考えていました。宮地氏は、

「サービスを中断することはできません。そのた

め、サーバーの安定性は不可欠な要件であり、

サーバーのパフォーマンスは当社の競争力に直接

関係します。CDN 業界では、価格競争力も非常に

重要な要素となるため、運用コストを低く抑える

必要があります」と説明しています。 

「CDN サーバーは、NVMe® ディスクと  100 ギガ

ビットのイーサネット・ネットワーク・インター

フェイスを搭載しています」と語る宮地氏は、

「動画の配信では、大量のトラフィックを処理す

る必要があります。当社のプラットフォームでは、

お客様が約 100 万人に上るユーザーに動画を配信

しています」と続けています。このレベルのス

ループットを維持しながら、優れた品質のサービ

スを提供するには、インフラストラクチャーを継

続的に改善していく必要があります。同氏はまた、

「当社はほとんどのサーバーで Intel CPU を使用し

ていましたが、この Intel CPU の仕様には苦心する

ところがあり、別の製品を探していました」と述

べています。 

見本市の CES などで、AMD EPYC プロセッサーの

ことを耳にしたという宮地氏は、「そこで、当社

はこの新しいプロセッサーを試してみることにし

たのです」と語ります。JOCDN のハードウェア・

パートナーである  Dell Technologies と  Supermicro 

がテスト環境を提供しました。「以前使用してい

た Intel CPU は I/O パフォーマンスが低かったの 

です。当社の 100 ギガビット NIC には、ハイパ

フォーマンス CPU が必要でし

た。24 コアの  Intel Xeon CPU 

と  32 コアの  AMD EPYC プロ

セッサーを自社のワークロー

ドで比較したところ、EPYC に

より約 2 倍のスループットが

テストで実証されました」 

JOCDN にとって、PCIe のスループットは重要な要

素となります。AMD EPYC プロセッサーには高速

な PCIe レーンがより多く搭載されていることで、

高速なデータ転送に大きく依存する CDN アプリ

ケーションの I/O パフォーマンスが大幅に向上し

たのです。 

低消費電力で実現する

優れたパフォーマンス
JOCDN は、ビデオ・スループット以外の領域に 

ついても評価しています。宮地氏は、「キャッ

シュ・パフォーマンスもテストしました。Intel と 

AMD EPYC CPU に同等の負荷をかけて比較してみ

たのです。EPYC では、CPU 使用率が約 40% 低下す

ることが実証されました」と宮地氏は述べます。 

「EPYC により、CPU 使用率を

約 40%、消費電力を約 20%  

削減することができました...」 

宮地慧氏、エンジニア、JOCDN 
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同時に、EPYC™ では消費電力を約 20% 削減できることも分かりました。しか

も、応答性には目立った相違は見られなかったのです。つまり、AMD EPYC プ

ロセッサーを活用することで、同等のワークロードでエネルギー消費を抑え

ながら、ビジネスの拡大に伴いワークロードが増

加した場合にも余裕をもってそれに対応できる状

況を整えられることを、JOCDN は認識したのです。 

AMD プロセッサーへの移行は容易に完了しました。

「当社は CI/CD（継続的インテグレーション/継続的

デリバリ）に尽力しています」と話す宮地氏は、

「当社は、Ansible® などの DevOps ツールを使用し

ており、EPYC への移行は非常に簡単でした。現在、サーバーは完全に安定し

て稼働しています」と語っています。JOCDN は現在、32 コア AMD EPYC 7502P 

プロセッサーを搭載した 20 台のサーバーを導入しています。また、第 3 世

代 AMD EPYC CPU を搭載したサーバーをさらに 30 台導入している最中です。 

宮地氏は、「当社が得られた最大のメリットは、パフォーマンスのスルー

プットが向上したことです。これにより、競争力のある価格でハイパフォー

マンス・サーバーをお客様に提供できるようになりました」と述べています。 

CDN 業界では、パフォーマンスは重要ですが、価格競争力が最も重要な要素

となります。CPU 使用率を約 40% 削減できれば、サービスの稼働率が向上し

ます。消費電力を約 20% 削減できるということは、コストが低下するという

ことです。したがって、低コストで安定したサービスを提供できるようにな

るというわけです」と説明しています。 

業界向け推奨プロセッサー
消費電力の削減により、JOCDN の目標とデータセンターのフットプリントで

メリットが得られました。「近代的な企業として、当社はサステナビリティ

を重要な企業責任と捉えています」と語る宮地氏は、「サーバーあたりの 

消費電力を削減できれば、ラック密度を上げ、全体的な設置面積を抑えるこ

とができます。社会問題として、データセンター全体のサステナビリティを

考慮する必要があるのです」と話しています。 

宮地氏はまた、「当社はこれまでに、既存のプロ

セッサーの約 1/3 を AMD EPYC CPU 搭載サーバー

に置き換えました。その数を増やせば、より著し

い効果が見られるはずです。フロントエッジの 

1/3 で第 2 世代 AMD EPYC を活用しており、将来的

には第 3 世代 AMD EPYC プロセッサーを導入する

予定です。コア数と PCIe レーン数は重要ですが、

総合的なスループットとハイパフォーマンスが最も重要な要素となります」

と述べています。 

動画配信サービスに AMD EPYC プロセッサーを導入して成功した JOCDN は現

在、多数存在する他の演算機能にもこのプロセッサーを活用することを検討

しています。宮地氏は、「現在、仮想マシンやコンテナ・プラットフォーム

に EPYC プロセッサーを使用していますが、開発インフラストラクチャーや

他のワークロードの目的では別のサーバーも使用しています。現在、こうし

たサーバーでも EPYC プロセッサーを活用することを計画しています」と宮

地氏は語っています。 

AMD EPYC プロセッサーのパフォーマンス特性に非常に満足した  JOCDN は、

パートナーにもこのプロセッサーを勧めると話しています。宮地氏は、「当

社は、放送局や ISP 企業と非常に強固な関係を構築しています。消費電力の

削減やパフォーマンスの向上といったメリットをもたらす  AMD EPYC プロ

セッサーを他社に推奨したいと思います。これほど優れた機能なら、他の

サービス・プロバイダーに心からお勧めします」と宮地氏は述べます。 

プロセッサーのメリットや関連情報

サインアップしてデータセンターの 

コンテンツを購読してください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

について
JOCDN は、コンテンツ配信ネットワーク（CDN）をブロードキャストおよ

び動画配信エージェンシー向けに提供する日本有数の企業です。インター

ネット・サービス・プロバイダーのインターネットイニシアティブ（IIJ）

による大規模な配信テクノロジーと、日テレオンデマンドや Hulu などを

提供する日本テレビ放送網（NTV）のビデオ配信サービスを融合して誕生

しました。CDN サービスをブロードキャストおよび動画配信エージェン

シーに提供することを目的として、両社の共同出資により設立された同社

には、現在、日本の多くの民放局や放送協会が出資しています。

JOCDN は、テレビ放映をインターネットで同時配信するなど、先駆的な

サービスを提供しています。詳細については、 をご覧くださ

い。

について
AMD は 50 年以上にわたり、ハイパフォーマンス・コンピューティング、グ

ラフィックス、視覚化テクノロジーの革新を推進してきました。数億に及ぶ

世界各地のユーザーやフォーチュン 500 にランクインする企業、そして最先

端の科学研究施設が、生活、仕事、遊びを改善するために、日常的に AMD 

のテクノロジーを利用しています。AMD の従業員は、可能性の限界に挑戦

するリーダーシップのハイパフォーマンスと、適応性を備えた製品の構築に

注力しています。AMD は現在だけでなく、インスピレーションあふれる未

来の形成に取り組んでいます。当社の詳細については、AMD（NASDAQ：

AMD）のウェブサイト、ブログ、LinkedIn、Twitter ページをご覧ください。

「24 コアの Intel Xeon CPU と 32 コアの AMD EPYC 

プロセッサーを自社のワークロードで比較した

ところ、EPYC により約 2 倍のスループットが 

テストで実証されました」 

宮地慧氏、エンジニア、JOCDN 

「当社はサービス UI、サービス・クリエーションのサーバーや 

他のワークロードの目的で別のサーバーを使用しています。 

現在、こうしたサーバーでも EPYC プロセッサーを活用する 

ことを計画しています」と語っています。 

宮地慧氏、エンジニア、JOCDN 

宮地慧氏、エンジニア、JOCDN 
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